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る間題についての地域的な状況を知っておく必要がある

が，その一つの手段として，全国870の保健所の所最及

び保健婦長に対するアソケートを行なった。また，全国

47都道府県の母子衛生担当課長及び，全国32日本小児保

健協会支部長に対してもアγケートを行なづだ（ただし

質間項目は別）。アソケートは主として宮崎が作成しか

が，専門家の厚生省母子衛生課畏，近藤健文技官，全国

保健所長会長，則松正二所長o協力を求め《行った、

　本研究班の総括的成果報告として丁ハイ リスク新生児

の管理に関する研究」を行った。当研究班員が今年度を

含む従来の研窄で発表したデータを持ち寄うて， 班会議

を開いたり，電話，郵便などで連絡をとりながら，ハイ

リスク新生児砂管理法を検討し，それに基ずいて宮崎が

試案を作成して，研究班員に送付しズ再検討を試みると

ともに，日本小児科学会新生児委員会（委員長　馬場一

雄）の大浦敏明，小川次郎，小宮弘毅，中川勲，永松一

明，興芽≧し，船川幡夫，松尾楓山≠文雄」 申本茜治

郎g各委阜の悪早きも求めて，宮崎が摯定稿を作成し

た。

m　研究結果

　北海道におけるN　I　C　U砂地壌化（宮崎叶，南部春

隼）1㌧ 新隼児救急医療の地域的タ状況に？いてヂ〉調査，

第一部　保緯所母，保健婦長琴対すうアンケイート2，，

第二部 』都導府県堺子衛生担当課艮ゼ少児保健協会支部

摂に零するアンケート3，（宮崎叶ジ看塚祐吾，奥山和男，

近醸健享， 則松正二，松村忠樹，・ 村田文也，山内逸郎），

♂・イリ不ク新生児管理の拳の必要職員琴関すう検討？

（村田文也｝，新隼児医療施設における曄療機器の整備基

準←；ついての棟討5レ（石塚祐吾），・High尽iskNeqnate

に対する母乳栄養6｝（山内逸郎），ハイリ堺ク新生児の輸

送につヤ’でレ（奥中和男），未熟児り輸送と、死宣脚（山

内逸郎，五十嵐郁子），、未熟網膜症予防の方策について9｝

（松村忠樹），皿型網膜症の眼底所見と発症の背景珈（松

村忠樹，岩瀬帥子，宇山昌延，上原庵藁），・ハイリスク

新隼児の管理に関する研究切（宮崎叶， 石塚祐吾，奥山

和男プ 訟村忠概村田文也， 申内逸郎）の11編の報告が

得られた。．

、・ 報告1） は北海道におけるN　I　C．Uの地域化案である

がヂ北海道における未熟児医療の実態調査 （日．本小児科

学会北海道培方会・日本産婦人科学会）， 南部の 最近の

10年間の未熟児診療の実態を 参考に、し，自然地理的条
件∈ ・’ 政区画，行政的中心からの矩離，輸送網，人口動態

を勘案して作成したもので，昨年の4地区に分ける案に

対皇て・、1弔，道北央（旭川市を中心に上川L 留萌，・宗谷

支庁管内）2．道北東（北見市を中心に網走支庁管内一

新設）3，道央（札蝿市を中心に石川，後志，空知支庁

管内）4．　道南東（苫小牧市を中心に胆振，日高支庁管

内一新設）5、道東（釧路市を中心に根室，釧路，十勝

支庁管内）6．道南（函館市を中心に渡島，桧山支庁管

内）の6地区に分けるもので，新設地域には第2次のセ

ソターを置くことも考えているなど，北海道のみでな

く，他の区域の地域化を考えるに当っても参考になるも

のと、思われる。

　報告2）及び3）は母子衛生行政関係者の新生児救急

医療の地域的な状況の判断乃至，新生児救急医療につい

ての意識調査であるが，第一部では，行政的に母子救急

医療の実態が保健所に充分把握されていると答えたのが

有効回答の1％，かなり把握され七いる16％に過ぎなか

った。第二部では，都道府県の母子衛生主管課が一般救

急医療の主管課と部を異にしているもの，有効回答30例

中1件，部が同じであって課を異にするもの27件で，1繰

まで同じものは2件にすぎなかった。．母子衛生と母子救

急医療が同じ課で担当されているものは2件で，他は母

子急救医療（この中に新生児救急医療が含まれる） は一

般救急医療の中で行われているのであ多が， マ般の任笏

は殆どが，休日や夜間診療なのであるから， 良い新生児

救急医療が行政的に良疑指導を受けて避められるζ≧は

望みがたい。

　新生児救急医療には，殊に地域化には救急輸送や救急

情報が完備している必要があるが，救急輸送の場合は，

その担当課は母子衛生と部まで異にして熔為のが回答20

例中17件であった。行政担当者は殆どが母子救急は一般

救急ξ別に粗織すべきだとしながら，輸送は一般救魯と

共通でよ いと七ているのが，；れまた殆どで， 報告7ン
で記す私どもゆ見解と異なっている。

　多くの回答が・新生児の掴定養育医療機関さ柔不充分

と答えているのであるが・昭和33年・新隼児死亡率20の

時代に母子衛生課の指尋で始められた未熟児養育医療

は、 新生児死亡が71こ下った現在，一段ときめ細かく行

われなければ効を奏さないと思われる㊨に，行政関係者

の意識は不充分なものに思われる。

　報告4、）～10）は，報告11）に採り入れられなかづた

部分であるが，報告11）が基準とレて採用された揚合，1

それに附属する手引き醤作成の役に立つもの1と思われ

る。

　報告工1）は，当研究班の3年間の研究の総括ともいえ

るものである。　　　　　　　、
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宮崎他・未熟児管理基準に関する研究

　　未熟児管理基準に関する研究班の

　　　　昭和51年度報告一覧

1）宮崎『叶（日本総合愛育研究所），南部春生（北海道

社会保健中央病院），北海道における聾I　Q　Uり地域化

2）宮崎　叶（日本総合愛育研究所），石塚祐吾（国立

東京第二病院〉，．奥山和男（昭和大学医学部），近藤健文

　（厚生省母子衛生課），則松正二（全国保健所畏会），松

村忠樹（関西医科大学），村聞文也（東京都立築地産院〉，

由内逸郎（国立岡山病院），新生児救急医療の地域的な

状況にづいての調査，第一部 保健所長，保健婦長に対

するアンヶ一ト

3）新生児救急医療の地域的な状況についての調査，第

二部　都道府県母子衛生担当謙長，小児保健協会支部長

に対するアンケート

4）村田文也（束京都立築地産院）， ハイリスク新生児

管理のための必要職員に関する検討

5）石塚祐吾（国立東京第ヰ病院），新生児医療施設に

おける医療機器の整備基準について

6）山内逸郎（国立岡山病院〉，High　Risk　Neonateに

対する母乳栄養

7）奥山和男（昭和大学医学部），ハイリスク新生児の

輸送について

8〉山内逸郎，五十嵐郁子（国立岡山病院小児医療セソ

ター）， 未熟児の輸送と死亡率

9）松村忠樹（関西医科大学），未熟網膜症予防の方策

について

10）松村忠樹，岩瀬帥子，宇山昌延，上原雅美（関西医

科大学》曜網膜痒の眼底所卑と発症の背景

11）宮崎 叶 （日本総合愛育研究所），石塚祐吾（国立

束京第二病院），奥山和男』（昭和大学医学部），松村忠樹

（関西医科大学）・ 村田文也（東京都立築地産院），ハイ

リスク新生児の管理に関する研究

、

General　Report　of　Researches　in19770f　Study　Group

　for　S惚ndardi2atio亘ofCare　of　Prematu1℃11取fants．

MIY彪AKI，K．et　aL

Summary＝Items　of　Researches　done　by　the　study　group　for　standardization　in1976ar6presented、

They　are　cdnsisted　of　ll　reports，Qf　which　3are　fuIly　published　in　this　issue　o乏　Reporヒ　of　the

l　St“die＄of　Aiiku　Researc氣Institute．A賎τepQrts，nQゆresented　in蜘is　issue　i皿cluded，are　summarized、

General　report　of3year　activities （1974－1976）　of　this　study　groupis　also　supPlemented・
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